










本稿は、京都の古刹本能寺が蔵する『落葉百韻』の訳注（五）である。この注釈は、 「 『落葉百韻』訳注（一） 」から
「 『落葉百韻』訳注（四） 」までと同じく伊藤が下原稿を作成し、奥田とのメール会議及び複数回の対面会議で意見交換、討議を行ない、その結果を完成原稿にまとめている。なお、この研究は科研費基盤研究（Ｃ） 「心敬の文学作品における創造と新撰菟玖波文学圏への影響についての総合的研究」 （研究代表者伊藤、研究分担者奥田）により行なっているものである。
凡例一、
 底本は本能寺蔵某年十月二十五日賦何人百韻（ 『落葉百韻』 ）である。該本は他に写本の存在を聞かない孤本であるため対校 はない。
　　
一、







 語釈にあげる和歌、連歌例は、後述引用文献 依る 百韻の読解に有効な際には、先例 みならず後代の作品も例示する場合がある。私に清濁を付 、片仮名など読解に不便な文字は必要に応じ平仮名に改めた。
一、
 各句には、





























あるものに対し、眺めるさま。 「雨に向ひて月を恋ひ」 （徒然草一三七段） 。 「さやけさは誰が住む





ている月。真如の月を観想する月輪観の面影があるか。 「誠なき世のならひをも水に澄む月の光にたぐへてぞ見る」 （続後拾遺集・釈教・一三〇三・前大僧正良信） 。【付合】
「宿」に「月」を付け、水辺の近くに住む世捨て人が、月を見る情景とした。前句の「木かげ」や「岩がね」























しまに」 （新古今集・恋四・一三三四・皇太后宮大夫俊成女） 声うちしきり松風ぞ吹く／蟬の鳴 たつ山里秋かけて」（心玉集・一〇五八／一〇五九）
。 「かけて」という語句は、 「告げて」という語義を持ち、音を発するものが「時を告げ
て」との意味であり、 「～かけて」と う語句を持つ歌 は、音を発するも に加え、音を発しないものも次第に詠みこまれてくるようにな かけて」の意味が不明確になるにいたった（↓参考文献岩佐氏論文） 。利在 句には、例にあげた歌句のような「かけて」とよく使われる音を表わす素材が詠まれていない。また、 「網代」は語釈 述べるように晩秋から冬の景物であり、 「秋かけて」の語意 はか あい くい。●網代
　
川魚を取る仕掛け。川の上流に向け、
杭を打ち、竹や柴を組んだ簀（す）を置い 、魚を取る。 「網代を守る」とは、夜にかがりをたいて網代 見守ること。
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着物の袖。 「衣手トアラバ、袖同也」 （連珠合璧集） 。●あさけ
　「朝明け」の約から、朝、夜が明け
そめるころ。 「秋たちて幾日もあらねばこのねぬる朝けの風は袂さむしも」 （万葉集・秋雑・一五五九・安貴王、拾遺集一四一に再録、ただし第二句「いく日もあらねど」第五句「たもとすずしも」 ） 。 「水ぐきのをかのやかたにいもとあれと寝ての朝けの霜のふりはも」 （古今集・大歌所御歌・一〇七二） 。 「冬がれの朝けの霜も白妙の袖に色なきま野の萩原」（耕雲千首・原寒草・五三一） 。●霜まよふ
　
霜があたりがわからなくなるほどひどく降る状況。 「霜迷ふ空にしをれし
かりがねのかへるつばさに春雨ぞ降る 新古今集・春上・六三・藤原定家） 。 「朝まだき峯 梯かすむなり遠方人に霜迷
ふらん」
（心敬集・橋霜・三九五） 。 「薄散る夕の原の寒き日に／袖より霜や置まよふらむ」 （年次不詳何船百韻「散し









































一三〇・紀貫之） 。 「はなをえに道行人のあふちかな」 （法眼専順連謌・二三五） 。●冬の野
　
冬野は朝夕に霜が降りるこ




























色になる前の緑色の時期を表現し、春のあざやかな色が詠まれることが多い。 「春はいまだ草葉の色もあさみどり霞ぞ深き武蔵野の原」 （範宗集・一一六） 。 「初霧わたる野こそ遠けれ／雁ぞ鳴く草葉の色やかはるらん」 （行助句集・一五九／一六〇） 。または「草木の色も」か。 「心とめて草木の色もながめおかん面影にだに秋や残ると」 （玉葉集・秋下・暮秋十首歌たてまつりし時・八三二・京極為兼 ●かくろはで
　
隠れたままでいないで。 「隠ろふ」は「隠る」に接尾語
「ふ」が接した「隠らふ」の転。 「隠ろはで」は『新編国歌大観』 、 『新編私家集大成』を検しても見えない。 「隠ろふ」が否定形として用いられるのは一般的でないのを、あえて用いているのは古雅な趣を出そうとしたのか。 「隠ろふ」例としては「星みゆる夏毛の鹿 かくろひて富士の裾野に繁る高草」 （
建長八年百番歌合・八六九・衣笠家良）
「あたた

























序） 。 「春はまづ人の心を種とてや冬野の草の下にもゆらん」 （拾塵集・八八〇・寒草） 。 「世世朽ちぬ心の種のあひ生はしるや住の江高砂の松」 （心敬集・松契齢・三〇二） 。●さまざまに
　
いろいろと。 「さまざまに千々の草木の種はあれ




































































































































すてる気持ちを抱くとの理解がある（ 「身を知る人」連歌用例） 。 「身を知 」の意味は、このように恋の意識から離れてきており、それ も 毘親の句は作られたか。●のどかにもなし
　
穏やかな気持ちでもない。春の気持ちがのどか



















































一八八段の登蓮法師の逸話や一八九段を思わせる。 「人あまたありけ 中にて、ある者、 「ますほの薄、まそをの薄などいふことあり。渡辺なる聖、此事を伝へ知りたり」と語りけるを、登蓮法師、其座に侍け が聞きて、雨の降りけるに、 「蓑、笠やあ 。貸し給へ。かの薄の事習ひに、渡辺の聖のがり尋ねまからむ」と言ひけるを、 「余りに物騒がし。雨止みてこそ」と人の言ひければ、 「むげのこと ば仰 らるる物かな。人の命は雨の晴れ間をも待つ物かは。我も死に、聖も失せなば 尋聞きてんや」とて 走り出でて行つつ 習ひ侍にけりと申伝たるこそ、ゆゆしくありがたく覚ゆれ。敏時はすなはち効ありとぞ、論語と云文にも侍なる。此薄をいぶかしく思ひけるやうに、一大事の因縁をぞ思ふべかりける
。 」 （徒然草一八八段） 。 「今日は其事をなさむと思へど、あらぬ急ぎ先出で来てまぎれ暮し、待つ人は障りて、
頼
めぬ人は来り、頼みたる方のことは違ひて、思ひ寄らぬ道ばかりは叶ひぬ。 （中略）かねてのあらまし、皆違ひゆく






















人を思はぬ」 （竹林抄・雑上・一二三七・心敬） 。 「惜しむにも光の陰はとどまらで／果てぞ我が身の年の暮なる」 （新撰菟玖波集・冬・一二八二／一二八三・近衛政家） 。【付合】
明日があると頼みにすることのおろかさを説く前句に、月日の流れをとどめたいというかなわぬ思いを付け

























































光は雲の上ながら秋風吹くとつげのをまくら」 （草根集・一九四〇 永享五年四月七日詠） 。●そよめく
　
そよそよと




「蛍」に「秋風」 、 「窓」に「竹」を付けた。 「蛍トアラバ、秋風」 （連珠合璧集） 。 「竹トアラバ、窓」 （連珠合




























































































































































かれしてもる声たかき野田の仮庵」 （草根集・巻五・田辺鹿・三六一五） 。 「もる声」がどのような声か不明だが、
田の









































































上・二二〇・題知らず・詠み人知らず） 。 「夕されば人まつむしのなくなへにひとりある身ぞ恋ひまさりける」 （古今和歌六帖 まつむし・三九 五・紀貫之） 。 「草の庵とふべきころの萩咲て／ひとりある身の袖を見せばや」 （寛正五年十二月九日何路百韻・三三／三四・専順／頼宣） 。●葦火
　
葦を燃料にして焚く火。 「難波人葦火たく屋のすしてあれど










A translation and an annotation of Ochiba-haykuin
in the possession of Honno-ji V
ITO Nobue・OKUDA Isao
Abstract
　　This paper is a translation and an annotation of Ochiba-hyakuin, which is in the 
collection of an ancient temple Honno-ji. 
　　For each poem from the 72nd to 92nd, we show the rule for making rengas 
(shikimoku), meanings of terms, a translation of the poem, and one under the 
combination with the former one, and finally we give an interpretation to it. 
　　This is a joint work by Ito and Okuda.
